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液体状鐘におけ るイオンの個別運動を:取り去 った状態,云わは液体を連結 し
た状静を髄低温に保持 した下地に全属を蒸着する方法で非晶金属薄膜 を作成 し,
電気的 ･磁気的性質を訴べようとする試みが盛んであ るO特に半導体,Biの
超伝単,叉その不純物効果,Ni等の強磁性金属のキュー 1)点の変化等の研究l
があるo H才,Ga.'Bi 等の非常に過冷去ほ し易い金属の液体薄膜 に Bi薄膜
で見出された ような童子効果が見出されないであろ うか｡
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液体金属に隣す る Zima･n等の n中 ly 士･reeelectronmodell)は多く
の金属に適用できるようであるが,H甲に対 してほ Mottの low st机e-
2)
a_ensity mod_el が より多 くの事実を説明するのに適 してい るように思われ
る｡ ここでは IT､′三〇七七の moaelに立 って H才合金系の熱電能 (S)と電気抵抗
(p)を検討す るO








巨.畠価L(In,72-i'増車?輝少 . 減` 示
-4倍 (Sid.fPb):. .轍少 減少 (Hmga=.箸 皆ipbrichで )-
Mot上mod-elに よれは 1価の Na,Kを添加す ると Stated･ensity の
min/(S.D.捕.)が,より深 くな るため ISl及び p が増加す ると考えら-,九
る｡ 2価の場合は S.D.班.が浅 く.なってい くために ISl及び βが減少す る
と考えてよい ｡ 又 ,5価で組成塵の少ない場合匿は,.FeTmilevelが より高
くな る効果が支配的で 紙 ate a-ensityの勾配が増 し,p は減少す るが ISl
は増加す る｡′より多い組成畳では S.D.yi.が浅 くな る効果が支配的 となって
ISTは減少す ると考えられ る.
この考えを進め ると4値 , 5価でも 1封 に掻大があらわれてよいはずで あ
るが,そのようなことは起 らない｡叉, 1価の Auで も fSlの減少と共に p
は増加 してよいはずであるが,そ うはならない (Ad_ams51はこのことから
Mot上 mod.elは正 しくないと云 ってい る)Oしか し,もし,これ らの元素を
添加 した ときに S.I).M.が非常に急激に消渡 してい く (原子価の効果を打消
すほど急激に)と考えれば ISl, pの様子は定性的元 型解できる｡
Hグー Sn系の 白 と Pの圧力依存を測定 した鮭 巣はこの推論と矛 盾 しない.
即ち H5-Sn系の Sの圧力係数 1/S-(∂S/ap)は約 10at･倦 Sn附近でほ
ぼ oとな を｡-jfBraaleyの 斬 Hn系の絵果4)は約 2Ca-L･藤 工n附近
で 0 となることを示 してお り,Hg- Ln系に比べ,}19- Sn系の減少の割合
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